
（参考様式５）

事業活用活性化計画目標評価報告書

計画主体名 計画主体コード 計画番号 計画期間 実施期間

滋賀県

米原市 米原市 252140 １

平成 21 年度～

平成 22 年度

平成 21 年度～

平成 22 年度

活性化計画の区域

山室地区活性化計画は、米原市山室の約４９ha を区域面積とし、農業生産の基盤である

農業用水施設の整備保全による農業経営の安定化を図り、定住の促進を図ることを目標と

して策定したものである。

１ 事業活用活性化計画目標の達成状況

事業活用活性化計画目標 目標値 A 実績値 B
達成率（％）

B／Ａ
備 考

定住等の促進に資する農業

用用排水施設等の機能の確

保

30.4ha 30.4ha 100％

（コメント）

当初計画どおりの目標を達成した。

２ 目標の達成のために実施した各事業の内容と効果

事業メニュー名 事業内容および事業量 事業実施主体

基盤整備（農業用用

排水施設）

・ 揚水機 １基

・ 送水管 L=１０２ｍ（φ150mm）
米原市

管理主体 事業着工年度 事業竣工年度 供用開始日

米原市 平成 21 年度 平成 21 年度 平成 22 年 4 月

事業の効果

農業用水の安定的な供給ができるようになり、用水管理の人的な省力化が図られた。



３ 総合評価

（コメント）

農業用用水施設（用水機）の新設整備により、安定的に農業用水が供給でき番水等の維

持管理の労力の解消となり農業経営の安定化に寄与した。

４ 第三者の意見

（コメント）

揚水機の設置により、農業用水の安定的な供給が図られたことの効果は大きい。

JA レーク伊吹 山東支店 経済主任 中川 仁平

【 記入要領 】

（１） 計画主体コード、計画番号は年度別事業実施計画に記入した番号とすること。

（２） 「１ 事業活用活性化計画目標の達成状況」のコメントには、目標が未達成と

なった場合は、その理由を記入すること。また、達成状況が低調である場合は実

施要綱第８の２の（１）および（２）に基づき改善計画を作成し、農林水産大臣

に提出すること。

（３） 「２ 目標の達成のために実施した各事業の内容と効果」は事業メニュー毎に

作成すること。また、「事業の効果」には事業の実施により発言した効果（農山漁

村の活性化に関連する効果）を幅広に記入すること。


